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ＣＤＰ「サプライヤー・エンゲージメント・リーダー」に選定
サプライヤーと協働で脱炭素社会の実現を目指す

２０２３年３月１５日

【環境経営】

大東建託株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：小林克満）は、３月１５日、国際環境非営利団体

ＣＤＰ※１による「サプライヤー・エンゲージメント評価（以下、本評価）」において、最高評価の「サプライ

ヤー・エンゲージメント・リーダー」に選定されました。

本評価は、気候変動課題に対し、企業がいかに効果的にサプライヤーと協働しているかを評価するもの

で、特に優れた評価を獲得した企業が最高評価である「サプライヤー・エンゲージメント・リーダー」として

選定されます。当社は昨年に続き、２年連続２回目の選定となります。

■ 建設業界全体で「持続可能な調達網」の構築を目指す

当社は、２０２０年度に策定した環境経営戦略に基づき、バリューチェーン全体での気候変動対策に注力

しています。２０２２年８月には、当社サプライチェーンにおける持続可能な調達網の構築を目的とした

「サプライチェーンサステナビリティ強化施策」を開始。本施策の開始に合わせ、サプライヤー企業様を対

象とした「ＣＯ２排出量集計業務無料セミナー」の開催や、ＥｃｏＶａｄｉｓ社（本社：フランス）の提供するサス

テナビリティ評価システムの導入費用補助を行うなど、当社のサプライヤー企業様、および建設業界全

体のサステナビリティ対応強化に向けた取り組みを推進しています。また２０２２年１０月には、サステナ

ビリティ調達方針を策定するなど、サプライチェーンマネジメント体制の強化も進めています。

今後も、サプライチェーン全体で気候変動対策に取り組むことで、脱炭素社会の実現と当社と建設業界

の持続可能性向上に貢献します。

■ ＣＤＰ「サプライヤー・エンゲージメント・リーダー」は世界の上位８％

※１ ２０００年に英国で設立。世界主要企業の環境活動に関する情報を収集・分析・評価し、結果を機関投資家向けに開示すること

で、企業の環境情報開示と環境活動の促進を目指す国際環境非営利団体

本評価は、ＣＤＰ気候変動質問書への回答企業を対象に、質問書の「ガバナ

ンス、目標、スコープ３排出量※２、サプライヤーとのエンゲージメント」の４項

目への回答、および気候変動質問書全体のスコアに基づき評価が行われま

す。

２０２２年度は、回答企業の上位８％にあたる６５３社（うち、日本企業１３１

社）が「サプライヤー・エンゲージメント・リーダー」に選定されました。

※２ 事業社が自ら排出する温室効果ガス（スコープ１、２）以外の、事業者の事業活動に関連

する他社から排出される温室効果ガス

＜関連ニュースリリース＞

● 【環境経営】『サプライチェーンサステナビリティ強化施策』開始（２０２２年９月２日）
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